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山梨大学大学院総合研究部 望月 公先生 

 教育は「教」と「育」。教は PC、スマホ、学習ソフトが今溢れてい

る。「補習ゼミ」や「塾」や「予備校」もいろいろある時代。子どもに

とって「教」の場は多い。だが、「育」は？ 育つ・育てる場所として

の学校にはプロがいる。生きていけるように育てるのが学校。 

山梨県立ろう学校 校長 金丸実奈江先生 

 県立ろう学校は 104 周年。ろう教育は「つなぐ」教育の場。言語指導と教育全般をつなぐ。乳幼児期～高等

部～社会をつなぐ。子ども同士をつなぐ、親と学校をつなぐ、生活でのことばの学習と教科的、専門的な学習が

つながり、体験は意味づけされていく。卒業生からの助言が現代ろう学校の課題解決につながる。 

県立ろう学校 主任寄宿舎指導員 丸山貴子先生 

 舎生は生身の人間、みんな違う一人一人。喜怒哀楽、悩み、想いはそれぞれ。「行ってらっしゃい！」「おかえ

り！」制服を脱ぐと別の自分に戻って、はちゃける。自分もなかなかいいじゃん！小さくても集団は社会。仲間と出

会い心をつなぐ。みんなで考え、話し合い、納得して決める自治の世界。時に大人は見て見ぬふりが必要。卒舎生に

会えるのが一番楽しい。今日は、あの「ノート」を持ってきたよ、ほら！ この仕事は好き、でも 3 月でおしまい。 

第２回あった甲斐てっ！フォーラム  

9 月 18 日（金）19：00～20：30 

 

パネルディスカッション（登壇者）の発表から 

」 

前回に引き続き、好評をいただきました『第２回あった甲斐てっ！フォーラム』は９月 18 日（金）に開催され

ました。パネルディスカッションのテーマは『 教育はいのち 心を伝えるとは？』でした。我が国、日本の言語は？

日本語を言語とするとはどこにも定義されていません。日本の手話言語は、日本の文化を取り入れた表現が多いで

す。世の中が「きこえない」という「ありのまま」を受け入れれば、手話という言語を習得しやすくなると思うの

です。自ら、ろう学校を選ぶ？ インテグレートを選ぶ？ 中途難聴者の思いや考えも人ぞれぞれです。安心と学

びはどこで得られるのか、教育の場と中身を深く考える時間となりました。 

山梨県立大学人間福祉学部 里見 達也先生 

 前回、手話はふつうに、いつでもどこでも使われるべきと学んだ。「何度も聞き返す」と生じる一種の困り感と嫌悪

感、相互の心のやり場をつくることこそ教育のチャンス。保育の視点から言えば、子どもの小さな気づき、無言の思

いを大人たちが展開してこそ教育が生命となる。その時、子どもには自信が生まれる。 
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コメントをありがとうございました！  

 

アンケート集計結果 
 

次回 第 3 回あった甲斐てっ！フォーラム 

テーマ『仲間はいのち 心を共有するとは？―多様性を尊重する支援を問う―』 

 パネリスト 

・仁科 加代子さん 山梨県聴覚障害者協会理事長   

・中込 冬樹さん  山梨県中途失聴者・難聴者協会会長 

・桐原 サキさん  関東手話通訳問題研究会会長/笛吹市設置通訳者  

・遠藤 けさみさん 要約筆記 ぶどうの葉会長 

・長谷川 一夫さん 山梨コーダの会         

日時：令和９年 2 月 13 日（土）13 時 30 分～15 時 30 分 

場所：福祉プラザ 4 階 大会議室 

（１）今回のテーマは、「教育はいのち」-心を伝えるとは-でした。 

 ①全体的にいかがでしたか。 

②具体的に教えてください。 

【 参加者：75 名、アンケート数：28 名 】 

〇当事者の体験談・知見への満足度： 

・中途失聴者の「 生の声」に触れ、ろう

児のインクルーシブ教育のリアルや言

語としての手話の価値について深い気

づきが得られた。 

・「教えるのではなく育てる・育む」視点

や実践談が非常に高評価。 

 

〇企画・構成への好評な点： 

・一方的な意見や主張に偏らず、背

景や想いに触れられる構成だったた

め、素直に心に響いた。 

・夕方という時間帯が参加しやすか

った。 

〇運営・進行に対する改善要望： 

・質疑応答や対話の時間が不足していたため、シンポジストを 

2～3 名にし、深堀りする時間を増やしてほしい。 

・当日急に質問を募るのではなく、事前質問フォームを導入して

ほしい。 

・参加者同士で話し合えるグループワークの時間を設けてほし

い。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新着入荷しました】 

 
ビデオライブラリーリス

トはこちらからご覧いた

だけます👇 

【 2026 年度(令和 8 年度)全国統一要約筆記者認定試験 】 

 ◇実施日 ：令和９年 2 月 21 日（日） 

◇会場  ：山梨県立聴覚障害者情報センター 

◇申込締切：令和 8 年 12 月 9 日（水） 

      ※申込書等は当センターHP からダウンロードが可能です。（後日掲載予定） 

☆合格者は令和９年 3 月 17 日（水）にホームページに掲載予定。 

☆令和 9 年 2 月 20 日（土）午後～21 日（日）は試験のため会議室等の利用はできません。 

申込はこちら👉 

成人学級と難コミ合同です。 

どのような役若、事件が多いかなど防災対

策を学びましょう。 

『街頭防犯カメラの役割』 

講師：山梨県警察本部生活安全企画課 

日時：令和 9 年 1 月２3 日（土） 

13 時～15 時 

場所：情報センター会議室 

※手話通訳・要約筆記が付きます 

 

 盲ろう児教育教材資料展示を行いました！ 

8 月 5 日～8 月 23 日 

 

山梨県立盲学校のご厚意により県立図書館での展示（7/31～8/4）の一部をお預かり

し、当センターにて公開を継続いたしました。昭和 20～40 年代に県立盲学校で試みられた

貴重な盲ろう児の教育実践を多くの人に知っていただく機会となりました。 

「わたしの思いノート」を使って、これからの生活や

大切な人への思いを整理する方法を手話でわかりやす

く説明します。 
 

『終活について学ぼう』 

講師：情報センター職員 小澤 

日時：令和８年 12 月 12 日（土） 

13 時 30 分～15 時 

場所：県立聴覚障害者情報センター試写室 

 申込は当センターまでメールまたは

FAX にてお申し込みください！ 
講演会



1 日 手話通訳者養成講座Ⅰ 1 火 1 金

2 月 休館日 2 水 要約筆記者養成講座 2 土

3 火 文化の日 3 木 3 日

4 水 要約筆記者養成講座 4 金 手話通訳者認定試験前日準備 4 月 休館日

5 木 5 土 手話通訳者認定試験日 5 火

6 金 6 日
中途失聴者・難聴者のためのコ
ミュニケーション教室

6 水 要約筆記者養成講座

7 土
手話通訳者養成講座Ⅱ
手話通訳者試験対策

7 月 休館日 7 木

8 日
要約筆記者特別コース

講演会
8 火 手話通訳者定例研修会 8 金

9 月 休館日 9 水 要約筆記者養成講座 9 土

10 火 手話通訳者定例研修会 10 木 10 日 手話通訳者養成講座Ⅰ

11 水 要約筆記者養成講座 11 金 11 月 休館日

12 木 12 土
講演会
手話通訳者養成講座Ⅱ

12 火 手話通訳者定例研修会

13 金 手話通訳者認定試験委員会 13 日
手話通訳者養成講座Ⅰ
手話通訳者新任研修

13 水 要約筆記者養成講座

14 土
要約筆記者・奉仕員定例研修会
要約筆記者新任研修

14 月 休館日 14 木

15 日
手話通訳者養成講座Ⅰ
中途失聴者・難聴者のためのコ
ミュニケーション教室

15 火 15 金

16 月 休館日 16 水 要約筆記者養成講座 16 土 手話通訳者養成講座Ⅱ

17 火 17 木 要約筆記者・奉仕員定例研修会 17 日 要約筆記者・奉仕員定例研修会

18 水 要約筆記者養成講座 18 金 18 月 休館日

19 木 19 土
手話通訳者養成講座Ⅱ
手話通訳者認定試験委員会

19 火

20 金 20 日
手話通訳者養成講座Ⅱ
要約筆記者特別コース

20 水 要約筆記者養成講座

21 土
手話通訳者養成講座Ⅱ
手話通訳者試験対策

21 月 休館日 21 木

22 日 22 火 22 金

23 月 勤労感謝の日 23 水 要約筆記者養成講座 23 土
要約筆記者特別コース

講演会（難コミ合同）

24 火 24 木 24 日
手話通訳者養成講座Ⅰ
手話通訳者新任研修

25 水 要約筆記者養成講座 25 金 25 月 休館日

26 木 26 土 26 火

27 金 27 日 27 水 要約筆記者養成講座

28 土 手話通訳者新任研修 28 月 休館日 28 木

29 日 手話通訳者養成講座Ⅰ・Ⅱ 29 火 29 金

30 月 休館日 30 水 30 土 手話通訳者養成講座Ⅱ

31 金 31 日 要約筆記者養成講座・特別コース

11月 12月 令和9年1月

冬期休暇

冬期休暇

  
情報センター イベントカレンダー 

２０２６年（令和８年度） 

きてね！

きてね！

きてね！

きてね！

きてね！

年末年始 休館日 

12/29～ 

年末年始 休館日 

～1/3 

12/26.27 は会議室

等の貸出はできません 


